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令和２年第４回牛久市議会定例会 

 

議事日程第６号 

    令和２年１２月１８日（金）午前１０時開議 

 日程第 １．意見書案第１２号訂正の件 

 日程第 ２．議案第 ８３号 牛久市第４次総合計画基本構想の策定について 

 日程第 ３．議案第 ８４号 牛久市条件付採用期間中の職員及び臨時的任用職員の分限に 

               関する条例について 

 日程第 ４．議案第 ８５号 牛久市印鑑条例の一部を改正する条例について 

 日程第 ５．議案第 ８６号 牛久市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す 

               る条例について 

 日程第 ６．議案第 ８７号 牛久市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につい 

               て 

 日程第 ７．議案第 ８８号 牛久市職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例につい 

               て 

 日程第 ８．議案第 ８９号 牛久市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に 

               関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

 日程第 ９．議案第 ９０号 牛久市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例に 

               ついて 

 日程第１０．議案第 ９１号 牛久市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 日程第１１．議案第 ９２号 牛久市介護保険条例の一部を改正する条例について 

 日程第１２．議案第 ９３号 令和２年度牛久市一般会計補正予算（第７号） 

 日程第１３．議案第 ９４号 令和２年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２ 

               号） 

 日程第１４．議案第 ９５号 令和２年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第１５．議案第 ９６号 令和２年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第１６．議案第 ９７号 令和２年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 

               １号） 

 日程第１７．議案第 ９８号 令和２年度牛久市下水道事業会計補正予算（第２号） 

 日程第１８．議案第１００号 損害賠償の額を定めることについて 

 日程第１９．議案第１０１号 指定管理者の指定について 

 日程第２０．意見書案第１０号 犯罪被害者支援の充実を求める意見書の提出について 



 

 日程第２１．意見書案第１１号 不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書の提出につい 

                て 

 日程第２２．意見書案第１２号 コロナ禍で苦しむ若者への緊急支援を求める意見書の提出 

                について 

 日程第２３．決議案第４号 福祉に関連する諸政策の推進を求める決議について 

 日程第２４．請願第 ５号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創設を求める 

              請願書 

 日程第２５．議案第１０２号 令和２年度牛久市一般会計補正予算（第８号） 

 日程第２６．議員提出議案第３号 市長の専決処分事項に関する件の一部を改正する件につ 

                 いて 

 日程第２７．議員提出議案第４号 牛久市議会委員会条例の一部を改正する条例について 

 日程第２８．議員提出議案第５号 牛久市議会会議規則の一部を改正する規則について 

 日程第２９．閉会中の事務調査の件 

追加日程第１その１．意見書案第１３号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創 

                   設を求める意見書の提出について 

追加日程第１その２．決議案第  ５号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創 

                   設を求める決議について 

 



 

午前１０時００分開議 

○議長（石原幸雄君） おはようございます。 

 １１番池辺己実夫君、１９番市川圭一君より欠席の届出がありました。 

 これより本日の会議を開きます。 

 この際、諸般の報告をいたします。 

 市長提出議案第１０２号の１件、意見書案第１２号訂正の件、議員提出議案第３号ないし議

員提出議案第５号の３件が提出されましたので報告いたします。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 日程第１、意見書案第１２号訂正の件を議題といたします。 

        ――――――――――――○―――――――――――― 

 意見書案第１２号訂正の件 

 

○議長（石原幸雄君） ７番伊藤裕一君から、意見書案第１２号訂正の理由の説明を求めます。

７番伊藤裕一君。 

      〔７番伊藤裕一君登壇〕 

○７番（伊藤裕一君） コロナ禍で苦しむ若者への緊急支援を求める意見書（案）の修正内容

として、休業手当、経営支援の部分に関し、若者支援の意味合いを強調するため、提案理由、

施策の修正、補強をするものです。 

 まず、上段３段目を以下のように改めましたので読み上げます。 

 「しかし、若者・学生に対する支援は対象が狭く、支給内容も薄い。若者の雇用と生活を直

撃するコロナ解雇・無給休業は、経営危機に直面している中小企業に特に多く、事業者負担無

しで休業手当が支給できる『新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金』及び『雇用

調整助成金』の特例措置は若者に十分活用されていない。『学生支援緊急給付金』１０万円

（住民税非課税世帯の学生は２０万円）も予定対象者数は学生全体の１割程度と狭く、金額も

私立大学の授業料約９０万円と比較して低い。長期にわたる休校やオンライン授業による巣ご

もり化、アルバイト失業による生活苦、高い授業料……。『就職はどうなるのか』『奨学金の

返済は大丈夫か』という不安にさいなまれている学生も多い。」 

 また、記３と４につきましても、以下のように修正させていただきました。 

 「記３ 若者の雇用と収入を守るため、『新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付

金』及び『雇用調整助成金』の特例措置に関し、実施期間の十分な確保、資格・手続の緩和を

進めるとともに、事業者・関連機関等への宣伝・指導を強めること。」と修正いたしました。 

 さらに記４につきましても、「さらに、若者の雇用を守るため、経営危機に直面している中



 

小企業に対する家賃補助をはじめ経営支援施策を強化すること。」と修正いたしました。 

 修正内容は以上となります。 

○議長（石原幸雄君） お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております意見書案第１２号訂正の件については、これを承認すること

に御異議ありませんか。 

      〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 御異議があるということでありますので、起立により採決いたします。 

 意見書案第１２号訂正の件については、これを承認することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立少数であります。よって、意見書案第１２号訂正の件については、

これを承認することは否決されました。 

 次に、日程第２、議案第８３号ないし日程第１９、議案第１０１号の１８件、日程第２０、

意見書案第１０号ないし日程第２２、意見書案第１２号の３件、日程第２３、決議案第４号の

１件、日程第２４、請願第５号の１件を一括議題といたします。 

        ――――――――――――○―――――――――――― 

 議案第 ８３号 牛久市第４次総合計画基本構想の策定について 

 議案第 ８４号 牛久市条件付採用期間中の職員及び臨時的任用職員の分限に関する条例に 

         ついて 

 議案第 ８５号 牛久市印鑑条例の一部を改正する条例について 

 議案第 ８６号 牛久市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例につい 

         て 

 議案第 ８７号 牛久市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

 議案第 ８８号 牛久市職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について 

 議案第 ８９号 牛久市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を 

         定める条例の一部を改正する条例について 

 議案第 ９０号 牛久市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について 

 議案第 ９１号 牛久市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 議案第 ９２号 牛久市介護保険条例の一部を改正する条例について 

 議案第 ９３号 令和２年度牛久市一般会計補正予算（第７号） 

 議案第 ９４号 令和２年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 議案第 ９５号 令和２年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第１号） 

 議案第 ９６号 令和２年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 



 

 議案第 ９７号 令和２年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

 議案第 ９８号 令和２年度牛久市下水道事業会計補正予算（第２号） 

 議案第１００号 損害賠償の額を定めることについて 

 議案第１０１号 指定管理者の指定について 

 意見書案第１０号 犯罪被害者支援の充実を求める意見書の提出について 

 意見書案第１１号 不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書の提出について 

 意見書案第１２号 コロナ禍で苦しむ若者への緊急支援を求める意見書の提出について 

 決議案第 ４号 福祉に関連する諸政策の推進を求める決議について 

 請願第  ５号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創設を求める請願書 

 

○議長（石原幸雄君） 本件に関しては、各委員長から審査結果の報告を受けました。つきま

しては、各委員長から審査の経過並びに結果についての報告を求めます。 

 初めに、黒木総務常任委員長。 

        ――――――――――――――――――――――――― 

令和２年１２月１８日 

牛久市議会議長 殿 

 

総務常任委員会      

委員長 黒 木 のぶ子 

 

総務常任委員会審査報告書 

 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定いたしましたので、牛久市議会会議

規則第１１０条の規定により報告します。 

 

記 

 

事件の番号 件 名 議決の結果 

議案第 83号 牛久市第４次総合計画基本構想の策定について 原 案 可 決 

議案第 84号 牛久市条件付採用期間中の職員及び臨時的任用職員の分限に
関する条例について 

原 案 可 決 

議案第 85号 牛久市印鑑条例の一部を改正する条例について 原 案 可 決 



 

議案第 86号 牛久市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す
る条例について 

原 案 可 決 

議案第 87号 牛久市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につい
て 

原 案 可 決 

議案第 88号 牛久市職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例につい
て 

原 案 可 決 

議案第 93号 令和２年度牛久市一般会計補正予算（第７号） 
別記記載の当該委員会の所管事項についてのみ 

原 案 可 決 

意 見 書 案 
第 10 号 

犯罪被害者支援の充実を求める意見書の提出について 原 案 可 決 

        ――――――――――――――――――――――――― 

      〔総務常任委員長黒木のぶ子君登壇〕 

○総務常任委員長（黒木のぶ子君） 総務常任委員会委員長審査報告。 

 令和２年１２月１１日、本委員会に付託されました案件審査の経過と結果につきまして、御

報告申し上げます。 

 本委員会に付託されました案件審査のため、去る１２月１４日委員会を開催し、市執行部の

出席を求め慎重な審査を行った次第です。 

 まず、本委員会に付託されました案件の内容を申し上げます。 

 議案第８３号は、牛久市第４次総合計画基本構想の策定についてであります。 

 本件は、令和２２年度を目標年次とする牛久市第４次総合計画基本構想を策定するものであ

り、本市が目指すべき将来像を定め、今後２０年間のまちづくりを推進していくものでありま

す。 

 審査に当たり委員からは、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、第４次総合計画の

内容について必要な見直し等の考え方について質疑があり、市執行部からは基本構想について

は市の将来像を示していることから、基本計画及び実施計画の中にどのように反映させるか、

現在庁内での検討を行っているとの答弁がありました。 

 議案第８４号は、牛久市条件付採用期間中の職員及び臨時的任用職員の分限に関する条例に

ついてであります。 

 本件は、地方公務員法第２９条の２第２項に基づき、条件付採用期間中の職員及び臨時的任

用職員の分限について制定するものであります。 

 審査に当たり委員からは、定数の改廃又は予算の減少により過員を生じたときに分限の対象

となるとしているが、この場合の定数の考え方について質疑があり、市執行部からは臨時的任

用職員は常勤職員の代わりとなることから、常勤職員の定数が適用となるとの答弁がありまし

た。 



 

 議案第８５号は、牛久市印鑑条例の一部を改正する条例についてであります。 

 本件は、市民の利便性の向上を図るため、マイナンバーカードを利用してコンビニエンスス

トアなどの多機能端末機で印鑑証明書を交付できるよう改正するものであります。 

 審査に当たり委員からは、多機能端末の設置場所について質疑があり、市執行部からはコン

ビニエンスストアの他に、スーパーマーケットなどにも設置されている。また、市役所にも設

置予定であるとの答弁がありました。また、コンビニ交付に係るセキュリティーについて質疑

があり、市執行部からは、コンビニ交付では、本人のみが知り得る暗証番号の設定が必要とな

る。また、地方公共団体情報システム機構におけるＬＧＷＡＮ－ＡＳＰに接続して行うことと

なり、接続できる人や情報が限定される。さらに通信自体が暗号化されていることから、セキ

ュリティー上の問題はないとの答弁がありました。 

 議案第８６号は、牛久市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例につい

てであります。 

 本件は、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、臨時的任用職員

の勤務時間、休暇等について改正するものであります。 

 議案第８７号は、牛久市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についてであります。 

 本件は、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、臨時的任用職員

の給与について改正するものであります。 

 議案第８８号は、牛久市職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例についてであります。 

 本件は、臨時的任用職員の旅費について改正するものであります。 

 議案第９３号は、令和２年度牛久市一般会計補正予算（第７号）別記記載の当該委員会の所

管事項についてのみであります。 

 本件は、歳入の主なものについては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金２

億３，５９６万１，０００円等であります。また、歳出については、職員出退勤管理システム

導入費用、オンライン会議システム導入費用、コミュニティバス運行経費補償金の増額等とな

ります。 

 審査に当たり委員からは、コミュニティバスの運行について、昨年度からどのくらい利用者

が減少しているかについて質疑があり、市執行部からは４月から１０月までの７か月間で比較

すると、利用者が約７万人減少しているとの答弁がありました。また、コミュニティバス利用

者の年齢構成について質疑があり、市執行部からは毎年実施している交通体系アンケートの結

果からは、７５歳以上の利用者が全体の４３％であると推計されるとの答弁がありました。 

 さらに、委員からは、オンライン会議システムの設置場所と利用者について質疑があり、市

執行部からは庁内にオンライン会議ができるブースを２か所、さらには庁議室でもオンライン



 

会議ができるように整備をする予定であり、市職員が県等の外部団体との協議や業者との打合

せに利用できるようにするとの答弁がありました。 

 意見書案第１０号は、犯罪被害者支援の充実を求める意見書の提出についてであります。 

 本件は、犯罪被害者の権利に対応して、国はたゆまず支援施策の充実を進めていく責務を負

っており、国において犯罪被害者支援の充実を図るため必要な事項を実施するよう強く要望す

るものであります。 

 以上、８件であります。 

 付託されました案件について審査の結果、全ての執行部提出議案及び意見書案について、全

会一致により内容適切なものと認め、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上御報告いたします。 

○議長（石原幸雄君） 次に、守屋教育民生常任委員長。 

        ――――――――――――――――――――――――― 

令和２年１２月１８日 

牛久市議会議長 殿 

 

教育民生常任委員会    

委員長 守 屋 常 雄 

 

教育民生常任委員会審査報告書 

 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定いたしましたので、牛久市議会会議

規則第１１０条の規定により報告します。 

 

記 

 

事件の番号 件 名 議決の結果 

議案第 89号 牛久市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

原 案 可 決 

議案第 90号 牛久市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 

原 案 可 決 

議案第 91号 牛久市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原 案 可 決 

議案第 92号 牛久市介護保険条例の一部を改正する条例について 原 案 可 決 



 

議案第 93号 令和２年度牛久市一般会計補正予算（第７号） 
別記記載の当該委員会の所管事項についてのみ 

原 案 可 決 

議案第 94号 令和２年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２
号） 

原 案 可 決 

議案第 96号 令和２年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 原 案 可 決 

議案第 97号 令和２年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第
１号） 

原 案 可 決 

意 見 書 案 
第 11 号 

不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書の提出について 原 案 可 決 

意 見 書 案 
第 12 号 

コロナ禍で苦しむ若者への緊急支援を求める意見書の提出に
ついて 

原 案 可 決 

決議案第４号 福祉に関連する諸政策の推進を求める決議について 
原 案 否 決 

請願第５号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創設を求め
る請願書 

採   択 

        ――――――――――――――――――――――――― 

      〔教育民生常任委員長守屋常雄君登壇〕 

○教育民生常任委員長（守屋常雄君） 教育民生常任委員会委員長審査報告。 

 令和２年１２月１１日、本委員会に付託されました案件審査の経過と結果につきまして、御

報告申し上げます。 

 本委員会に付託されました案件審査のため去る１２月１５日委員会を開催し、市執行部の出

席を求め慎重な審査を行った次第です。 

 まず、本委員会に付託されました案件の内容を申し上げます。 

 議案第８９号は、牛久市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例についてであります。 

 本件は、子ども・子育て支援法が改正されたことに伴い、引用条項の改正を行うものであり

ます。 

 審査に当たり委員からは、市内の特定地域型保育事業者数について、また今後の特定地域型

保育事業者はどのくらいになるのか質疑がなされ、市執行部からは、市内の特定地域型保育事

業者数は現在小規模事業所で３か所であり、今後につきましては、今のところ予定はないとの

答弁がありました。 

 議案第９０号は、牛久市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例についてであり

ます。 

 本件は、地方税法の改正による用語の見直しに伴い、本条文中において該当する文言を改正

するものであります。 



 

 議案第９１号は、牛久市国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてであります。 

 本件は、現在、国民健康保険税の普通徴収におきまして税額が確定する以前の４月と６月に

前年度の課税額に基づく暫定課税を行なっているところですが、当該暫定課税を廃止し、税額

確定後の７月を第１期として翌年３月までの９回払いとするものであります。 

 議案第９２号は、牛久市介護保険条例の一部を改正する条例についてであります。 

 本件は、議案第９０号の改正理由同様、地方税法の改正による用語の見直しに伴い、本条文

中において該当する文言を改正するものであります。 

 議案第９３号は、令和２年度牛久市一般会計補正予算（第７号）のうち、当委員会所管の歳

出の主なものとして、市内小中学校の空調設備工事について、工事費の内訳や完成時期につい

て質疑がなされ、市執行部からは、小学校の空調設備工事費の内訳について、中根小学校は約

１,６３０万円、牛久小学校は約１,３２０万円、向台小学校は約１,３００万円、岡田小学校

は約６５０万円、牛久第二小学校は約５８０万円。中学校の空調設備工事費の内訳について、

牛久第一中学校は約３,７５０万円、牛久第三中学校は約１,０８０万円、牛久南中学校は約８

３０万円である。また、空調設備の完成時期は、春休み、ゴールデンウイークの時期を予定し

ているとの答弁がありました。 

 また、自校式学校給食を運営する事業の予算計上の不足について、市内小中学校の空調設備

工事の実施設計や発注工事に関する入札について質疑がなされ、市執行部からは、自校式学校

給食を運営する事業の委託料の予算計上にミスがあり不足が生じたものである。また、市内小

中学校の空調設備工事の設計費については、予算要求時に数社から見積りを頂き予算計上して

いる。この空調設備工事は指名競争入札であるとの答弁がありました。 

 次に、現在の特養の待機者数について、市のＰＣＲ検査について質疑がなされ、市執行部か

らは、特養の待機者数については、令和２年４月１日現在で１５６名の待機者がいる。また、

ＰＣＲ検査の検体採取場所は市内の病院で採取し、採取された検体は検査機関で検査し、検査

機関の場所につきましては、それぞれの病院が契約をしたところなので、市内か市外の把握は

していない。しかし、検体が陽性だった場合は該当する保健所に患者報告をすることになって

いるので、竜ケ崎保健所が陽性数のカウントとなっているとの答弁がありました。 

 さらに、業務効率化推進事業補助金について質疑がなされ、市執行部からは、保育所等にお

いて、保育に関する計画や記録に関する機能、園児の登園の記録や保護者との連絡に関する機

能の設備を導入し、保育士の負担軽減を図り、保育士の働きやすい環境を整備することを目的

とした補助金であるとの答弁がありました。 

 そのほか委員からは、子育て広場のオンライン導入での運営について質疑がなされ、市執行

部からは、子育て広場のオンライン導入での効果について、自宅にいながら養育相談ができる



 

メリットがあるとの答弁がありました。 

 議案第９４号は、令和２年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について

であります。 

 本件は、歳入歳出それぞれ１,０９３万３,０００円を増額して７９億２,３７０万２,０００

円とするものであります。 

 審査に当たり委員からは、国民健康保険のコロナによる減免、徴収猶予制度について質疑が

なされ、市執行部からは、本年１２月現在の国保税の減免については、６７件、５７３万５,

７００円である。徴収猶予制度については、収納課所管となっているとの答弁がありました。 

 議案第９６号は、令和２年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）についてであ

ります。 

 本件は、歳入歳出それぞれ１億４,７８４万３,０００円を増額して、歳入歳出予算それぞれ

５５億９,９８４万３,０００円とするものであります。 

 議案第９７号は、令和２年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）につい

てであります。 

 本件は、歳入歳出それぞれ１億８３５万８,０００円を増額し、総額で１９億８,７３５万８,

０００円とするものであります。 

 意見書案第１１号は、不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書の提出についてでありま

す。 

 審査に当たり委員からは、不妊治療については様々な問題点があると考える。特に体外受精

の問題や生殖補助医療についてもいろいろな問題点があるということで、慎重な審議が必要で

あり反対であるとの意見がありました。 

 意見書案第１２号は、コロナ禍で苦しむ若者への緊急支援を求める意見書の提出についてで

あります。 

 審査に当たり委員からは、若者への緊急支援を求める意見書案の施策３番項、４番項が若者

への緊急支援の関連性を感じられず、文書を精査していただき、現段階ではこの意見書案に対

して賛成をしかねるとの意見がありました。 

 また、コロナ拡大の中で若者や学生に負担が強いられており、この意見書に反対するもので

はないが、内容的には若者というより学生に偏っているのではないか。若者や学生の就職難や

非正規雇用の拡大など、あらゆる経済的な理由によって苦しめられていると思っているのは、

学生に限らず多いという意見がありました。 

 次に、意見書案の施策３番項は、非正規雇用をはじめとする全ての労働者とあるが、これは

若者に置き換えることができる内容である。雇用調整助成金の特例措置により、経営者が負担



 

を負うことなしに、休業手当を支給することができる特例制度を普及させることが、若者の雇

用を守り生活を守るということで大変重要な意味を持っているとの意見がありました。 

 決議案第４号は、福祉に関連する諸政策の推進を求める決議についてであります。 

 審査に当たり委員からは、決議案は、市議会として全会一致が望ましい。質疑の中でいろい

ろな意見が出されている中で、もう一度持ち帰り、内容の問題について精査し検討することは

できないかとの意見がありました。また、この決議案の施策３番項のコミュニティバスかっぱ

号について、大変大事な内容を含んでいるとの意見がありました。 

 次に、この決議案の施策１番項の障害者や生活保護者などの窓口や相談スペースの確保につ

いて、総務常任委員会で市長が新設するという発言を受けて、今はその時期ではなく、反対で

ある。また施策３番項のコミュニティバスかっぱ号の無料化について、市長の発言を受けて、

市長が厳しいとのことであれば、無料化に踏み切ることは難しいと思っており、再度検討した

方がいいのではないかとの意見がありました。 

 さらに委員からは、決議案第４号は、継続審査とすべき意見がありました。 

 請願第５号は、加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創設を求める請願書につい

てであります。 

 審査に当たり委員からは、障害者手帳を持っている方や医師の診断がある方を除いて、年を

得ることによって耳の聞こえが悪くなる方に、市で助成制度をつくってほしいという請願であ

り、ぜひこの請願を採択していただきたいという意見がありました。 

 付託されました案件について審査の結果、議案第８９号ないし議案第９４号、議案第９６号、

議案第９７号は全会一致により内容適切なものと認め、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 また、意見書案第１１号、意見書案第１２号につきましては、賛成多数により可決すべきも

のと決し、決議案第４号につきましては、継続審査については賛成少数により否決され、原案

に対しては、賛成少数により否決すべきものと決し、請願第５号につきましては、全会一致に

より採択すべきものと決定いたしました。 

 以上、御報告いたします。 

○議長（石原幸雄君） 次に、須藤産業建設常任委員長。 

        ――――――――――――――――――――――――― 

令和２年１２月１８日 

牛久市議会議長 殿 

 

産業建設常任委員会     



 

 委員長 須 藤 京 子 

 

産業建設常任委員会審査報告書 

 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定いたしましたので、牛久市議会会議

規則第１１０条の規定により報告します。 

 

記 

 

事件の番号 件 名 議決の結果 

議案第 93号 令和２年度牛久市一般会計補正予算（第７号） 
別記記載の当該委員会の所管事項についてのみ 

原 案 可 決 

議案第 95号 令和２年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決 

議案第 98号 令和２年度牛久市下水道事業会計補正予算（第２号） 原 案 可 決 

議案第 100号 損害賠償の額を定めることについて 原 案 可 決 

議案第 101号 指定管理者の指定について 原 案 可 決 

        ――――――――――――――――――――――――― 

      〔産業建設常任委員長須藤京子君登壇〕 

○産業建設常任委員長（須藤京子君） 産業建設常任委員会委員長審査報告。 

 令和２年１２月１１日、本委員会に付託されました案件審査の経過と結果につきまして、御

報告申し上げます。 

 本委員会に付託されました案件審査のため、去る１２月１６日委員会を開催し、市執行部の

出席を求め慎重な審査を行った次第です。 

 まず、本委員会に付託されました案件の内容を申し上げます。 

 議案第９３号は、令和２年度牛久市一般会計補正予算（第７号）でありまして、歳入の県支

出金は、茨城県地域企業活力向上応援事業費補助金の計上であります。歳出の商工費は、新型

コロナウイルス感染症防止対策補助金及び牛久市持続化補助金の増額計上であり、土木費は、

新型コロナウイルス感染症防止対策として牛久駅周辺公衆トイレ３か所の改修に係る工事費の

増額計上であります。 

 審査に当たり委員からは、新型コロナウイルス感染症防止対策補助金には国からの地方創生

臨時交付金が充当できるか、茨城県地域企業活力向上応援事業費補助金の３つの補助要件のう

ち牛久市はいずれの要件により交付を受けるのか、交付決定から交付時期までの経過、牛久市



 

持続化補助金の上限２５万円の根拠、及び国の小規模事業者持続化補助金の申請数と採択数に

ついて質疑がなされ、市執行部からは、新型コロナウイルス感染症防止対策補助金の１億円に

ついては、茨城県から交付される茨城県地域企業活力向上応援事業費補助金から５，０００万

円を充当し、市の持ち出し分となる残りの５，０００万円については国の地方創生臨時交付金

からの充当が可能であるとの回答を県から得ている。県からの補助金について牛久市は「新し

い生活様式への対応」を補助要件としている。県の補助金交付決定以降の市の対応、経過につ

いては、７月２８日の県の臨時議会において予算が成立した後、本事業については新規事業だ

けでなく既存の事業にも充てることができるとの説明が県からなされたが、既存事業について

はこの時点で国の地方創生臨時交付金を充てることが既に決定していたために補助申請を行わ

なかった。その後、９月に市の負担軽減のためにも茨城県地域企業活力向上応援事業費補助金

を活用してほしいとの県からの要請を受け、当該補助金を活用するため、既存事業についても

財源の組替えを行うとともに、新型コロナウイルス感染症防止対策補助金を創設して支援する

ことを決定したのが１０月であり、９月議会には間に合わず、今定例会に補正予算として計上

するに至った。牛久市持続化補助金の上限２５万円の根拠については、一般型の自己負担額は

３分の１相当額の２５万円で、コロナ型は自己負担額が５０万円のものと３３万円のものがあ

り、最も金額の低い一般型の２５万円に合わせている。国の小規模事業者持続化補助金の申請

数と採択数については、１２月１４日現在で、一般型は２６件の申請に対して採択が１４件、

コロナ型は５１件の申請に対して採択が１２件、台風型は２件に対して採択が０件となってい

るとの答弁がありました。 

 また、委員からは、農業用廃ビニールやポリ製品は全て日本国内において焼却処分となるの

かとの質疑がなされ、市執行部からは、現段階では産業廃棄物処理業者により全て焼却処分し

ているとの答弁がありました。 

 また、委員からは、新型コロナウイルス感染症防止対策補助金の申請の審査方法について質

疑がなされ、市執行部からは、現時点では申請書に添付されている領収書や、工事に関して添

付されている施工前と施工後の写真による審査を考えているが、場合によっては現地調査も考

えなくてはいけないと認識しているとの答弁がありました。当該補助金は補正予算として１億

円を計上しているが、予算額を超えた補助金の申請があれば、それ以降に予算措置を行い、補

助金を交付していきたいとの答弁もありました。 

 また、委員からは、牛久駅周辺公衆トイレの床や壁は現在タイル張りであるが、内装の改修

についてはどのように考えているかとの質疑がなされ、市執行部からは、トイレの利用者から

暗いとの声もあることから、壁は明るいパネル等に改修し、床は衛生環境の向上を目的として

水を流して洗浄するウェット式から拭き取って清掃するドライ式に改修したいと考えていると



 

の答弁がありました。 

 そのほか、委員からは、トイレの清掃業務は委託なのか、清掃を行う頻度などについて質疑

がなされ、市執行部からは、牛久駅周辺公衆トイレの清掃については、歩道の清掃と併せて業

者へ業務委託しており、午前中にそれぞれの歩道やトイレを順次回り、清掃は毎日行っている

との答弁がありました。 

 議案第９５号は、令和２年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第１号）でありまし

て、歳入の青果市場販売手数料の減収分について、青果市場財政調整基金から繰入れをするも

のであります。 

 審査に当たり委員からは、販売手数料の減収となった理由について質疑がなされ、市執行部

からは、４月と５月の学校の休校に伴い学校給食が休止となったことが減収の主な要因である

が、この秋冬は全国的な豊作により野菜の価格が下落していることや、コロナ禍においては大

口の出荷先である飲食店等の取引も減少していることなどから、市場の総取扱量の減少、及び

販売価格の下落によって販売手数料が減収すると見込んでいるとの答弁がありました。 

 また、委員からは、学校給食の休止により取り扱えなくなった野菜の生産者に対する支援、

及び現在休止しているとくとく市の再開の見通しについて質疑がなされ、市執行部からは、学

校給食の休止で取り扱えなくなった野菜については、生産者や仲買人に負担がかからないよ

う、正規に市場で仕入れて販売を行った。とくとく市については、夏頃に新型コロナウイルス

感染症拡大が落ち着いてきたこともあり、できれば来年１月に再開したいと環境経済部内では

考えていたが、その後全国的に急激に感染が拡大したことにより、来年１月の再開は中止の判

断をした。しかし、今後状況が好転すれば年度内に再開できるよう、非接触型体温計の導入や

市場内に入場できる人数の制限、特売品の休止などの対策を考えているとの答弁がありまし

た。 

 議案第９８号は、令和２年度牛久市下水道事業会計補正予算（第２号）でありまして、収益

的収入及び支出、並びに資本的支出につきましては、職員給与関係の増額計上等であり、その

財源として、一般会計補助金を充てるものであります。 

 債務負担行為につきましては、令和３年度におけるポンプ場電気保安管理業務等に関し、準

備期間に日数を要することから、新たに設定するものであります。 

 審査に当たり委員からは、補正予算書に予定貸借対照表が示されているが、損益計算書につ

いても示してほしいとの意見があり、市執行部からは、損益計算書は予算書に必ず示さなけれ

ばならない資料というものではないが、今後検討していくとの答弁がありました。 

 議案第１００号は、損害賠償の額を定めることについてであります。本件は、スズメバチ駆

除の依頼を受けた環境経済部環境政策課職員が、巣の確認作業を終え帰庁するため、持参した



 

金属製の駆除器具を公用車に積み込む際に、その先端が敷地内に止めてあった車両に接触し、

右フロントフェンダー及びヘッドライトを損傷し損害を与えたことについて、当事者と示談

し、損害賠償の額を定めるものであります。 

 議案第１０１号は、指定管理者の指定についてであります。本件は、牛久自然観察の森の指

定管理者として、特定非営利活動法人うしく里山の会を選定しましたので、地方自治法第２４

４条の２第６項の規定により、議会の議決を要するものであります。 

 審査に当たり委員からは、特定非営利活動法人うしく里山の会を過去に選定した回数、近年

の応募件数、選定委員会での評価の点数とその根拠、選定委員会の構成委員について質疑がな

され、市執行部からは、平成１８年度より指定管理者制度を実施しているが、過去３回はいず

れもうしく里山の会が選定されており、来年４月からの指定管理者として４回目の選定とな

る。近年の応募件数については、前回、前々回ともうしく里山の会のみの応募となっている。

評価の点数については、現在、里山の会が行っている木育体験教室や水族館のような水槽の展

示など、ほかに類を見ない独自性を評価した上で加点した結果、１，０００点満点のうち７４

３点であり、合格基準点である６００点を超えたことから指定管理者に選定した。選定委員会

の構成委員については、牛久自然観察の森指定管理者選定委員会設置要綱に基づいて５人の委

員により構成されている。この要綱がつくられた当時の経緯として、全国の他の自然観察の森

の事例を参考に、財政担当部長、環境分野の担当部長、主管課の部長、副市長、外部の学識経

験者が委員として規定されたとの答弁がありました。 

 以上、５件であります。 

 付託されました案件について審査の結果、本委員会に付託されました案件は、いずれも全会

一致により、内容適切なものと認め、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 

○議長（石原幸雄君） 以上で各委員長の審査の経過並びに結果についての報告は終わりまし

た。 

 これより各委員長の報告に対する質疑に入ります。 

 なお、質疑は一括質疑でお願いいたします。ありませんか。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 以上で、各委員長に対する質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案反対の方の発言を許します。２１番遠藤憲子君。 

      〔２１番遠藤憲子君登壇〕 

○２１番（遠藤憲子君） それでは、意見書案第１１号と決議案第４号への反対討論を行いま



 

す。 

 初めに、意見書案第１１号、不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書の提出についてで

あります。 

 国会で閣議決定がなされ、来年１月の通常国会に医療制度の関連法案として提出されること

が報道され、最終報告では不妊治療の保険適用を２０２２年度から開始するとしています。現

在の不妊治療で保険適用のほか、かかる費用の一部ではありますが、体外受精や顕微授精など

国費で助成している治療もあります。その理由として、厚生労働省では国が疾病かどうか、治

療の安全性や有効性に根拠があるかが前提となるとしています。患者の支援に取り組むＮＰＯ

法人の医療関係者は、不妊治療を議論のテーブルにのせてもらったことは歓迎するが、詳細が

見えないまま、保険適用の拡大の言葉だけが独り歩きしている印象が拭えない、医療の質が担

保されることが患者にとって何より重要で、幾ら安い治療を受けられるようになっても、医療

の質が下がれば本末転倒だと述べております。 

 さらに、保険適用外には第三者からの卵子や精子の提供を受けた生殖補助医療で生まれた子

供の親子関係を確定する民法特例法案が賛成多数で１２月４日の衆議院本会議で可決成立いた

しました。成立を受けて日本産科婦人科学会は、提供の在り方を検討する委員会の設置を発表

いたしました。民法特例法は、親子関係の規定を設ける一方で、生殖補助医療そのものの規制

や、子の出自を知る権利の規定などの在り方を今後２年の検討課題として先送りいたしました。

また、同法には「心身ともに健やかに生まれ」という文言が入っており、優生思想の介入を許

すなどの批判が上がっております。国民的合意があると言えない中で、本来生殖補助医療で生

まれた当事者、医療や法律の専門家など幅広い人の意見を丁寧に聞き、十分な検討を行うべき

で、短時間の審議で、今国会に成立ありきで急ぐべきではありませんでした。 

 次に、決議案第４号、福祉に関連する諸政策の推進を求める決議については、質疑や委員会

審議でも様々な意見が出されました。決議案は、市議会の意思として全会一致が望ましいこと

は言うまでもありません。意見が分かれており、再検討を求めるものです。 

 よって、意見書案第１１号と決議案第４号に反対をするものです。 

 委員各位の心からの賛同をお願いいたし、反対討論といたします。 

○議長（石原幸雄君） 次に、原案賛成の方の発言を許します。１３番北島 登君。 

      〔１３番北島 登君登壇〕 

○１３番（北島 登君） 請願第５号、加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創設

を求める請願に対する賛成討論を行います。 

 聴覚は、視覚に次いで生きていく上で大切な五感の一つです。自覚のある、なしにかかわら

ず、聴力が正常の感度よりも下がった状態が難聴です。両耳が聞こえにくくなって会話に支障



 

が出る加齢性難聴は、誰にでも起こる可能性があります。家族や仲間とコミュニケーションが

取れにくくなったり、大きな声を指摘されたり、不便を我慢しがちです。聞こえないことによ

って社会的に孤立しないよう、コミュニケーションを取りながら日常的に生活をしていくため

にも有効なのが補聴器です。補聴器で早いうちに対策を取ることが、認知症予防にも効果的と

言われています。 

 国は、高齢者の社会参加を促していますが、会話が成り立たなかったら社会参加はできませ

ん。耳の聞こえが悪くなり、会話に支障を来すようなことが起こったら、早めに耳鼻咽喉科を

受診し、生活の質を向上させるためにも補聴器は必需品となります。 

 基本的な性能を持った補聴器は、片耳で１０万円台、両耳で２０万円台と言われており、低

所得の年金暮らしの高齢者にとり効果なものとなります。県内の自治体では、古河市で１人１

回限り、購入時に助成制度があります。６５歳以上、市内に住所を有する人、障害者手帳がな

くても受けられるなどの内容を定めています。牛久市でも高齢者の社会参加を促し、聞こえが

悪くなったら早めの補聴器購入で認知症を予防するためにも助成制度をつくってほしいという

請願に賛成です。 

 委員各位に心からの賛同をお願いいたし、賛成討論とします。 

○議長（石原幸雄君） 次に、原案反対の方の発言を許します。１８番諸橋太一郎君。 

      〔１８番諸橋太一郎君登壇〕 

○１８番（諸橋太一郎君） 決議案第４号に対する反対討論を行います。 

 福祉に関連する諸政策の推進、この点につきましては、限られた財源の中で最大限強力に進

めるという点では大賛成であります。しかし、今回の決議案について、記の１項目、３項目の

庁舎増設等を含め実現をすること、コミュニティバスかっぱ号について、７５歳以上の市民を

対象とする利用料の無料化の導入時期を公表すること、この２点につきましては、現在のコロ

ナショックによる多大な財政負担が見込まれている状況で、多大な財政支出が見込まれる事業

について市民の理解は得られない。行政サービスの受益者の不公平感が大きくなる。３点目、

税金の使い道をチェックするという議会が、自ら多額の支出が見込まれる事業を決議するとい

うことは、市民の負託に反するという観点から、今回の決議案に反対するものであります。 

 議員各位の御賛同を求め、反対討論といたします。 

○議長（石原幸雄君） 次に、原案賛成の方の発言を許します。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 次に、原案反対の方の発言を許します。５番山本伸子君。 

      〔５番山本伸子君登壇〕 

○５番（山本伸子君） 決議案第４号に対する反対討論です。 



 

 今回の決議３点の１番目には、本庁舎１階の相談スペース等の確保のため、庁舎増設の実現

が言われております。確かに市民からの相談内容も多種多様となり、１つの部署だけでなく、

複数の部署と連携を取り、包括的に対応することも多くなってきており、同時に１人にかかる

時間も長くなっていると伺っております。丁寧に様々なサービスにつないでいくためには、い

わゆるワンストップサービスに準じた関係部署の配置が求められましょうが、今は庁舎が分散

し、プライバシーの配慮もさることながら、市民の利便性、業務効率の低下をもたらしている

とも言えます。 

 また、同じようなプライバシーの配慮という点では、本庁舎２階の総合窓口課のマイナンバ

ーカード発行においても、そのスペースは十分とは言えません。 

 一方で、職員が働く場の環境として見た場合にも、執務室の狭さはもとより、職員休憩室の

環境、男女が一緒になっているロッカー室、昼食を取る場所も十分とは言えず、倉庫も各課の

備品で満杯な状況であり、会議室の数も不足しています。 

 また、社会福祉協議会が入っている分庁舎、そして第３分庁舎にもエレベーターはなく、障

害者や高齢者、乳幼児連れの来庁者にとって使いやすい施設とは言い難く、バリアフリーは不

十分です。 

 市役所本庁舎は１９７４年に建築され、既に４６年が経過し、当時の牛久市の人口は約２万

５，０００人で今の３分の１でした。 

 これら様々な状況を鑑みますと、今後長期的な視点、また全市的な視点では、現市庁舎の老

朽化をはじめ、様々な課題を解消する必要がいずれはあると考えます。しかし、それに要する

コストや市民への理解、財政運営に与える影響などを考慮して進めていく必要があるのは言う

までもありません。 

 決議文には、庁舎増設等を含め実現することとなっていますが、ウイズコロナ時代における

窓口や相談スペースの早急な整備というのならば、庁舎増設ではなく、速やかに現状の施設の

中で感染対策をしたスペースをつくることが必要であると考えます。なぜならば、市民にとっ

ては一刻も早い対応が求められているからです。 

 次に、３番目のコミュニティバスの７５歳以上の利用料の無料化についてですが、過日の総

務常任委員会の折の質疑でもありましたが、現状では運賃収入約３，０００万円のうちの３分

の１、１，０００万円は７５歳以上であろうということでした。かっぱ号の運行経費も昨年度

は約８，９００万円で、４年前から１，０００万円増加しており、この金額は人件費や燃料代

など固定的経費であれば、昨今の状況下では増加することはあれ、減少することは考えにくい

経費です。 

 一方、補償金は昨年度まで約５，５００万円でしたが、今年度はコロナの影響もあり、今回



 

の追加補正を加えて約８，２００万円となりました。国庫補助金もコロナ対策に充てられ、結

果的に増えていく要素がない中で、運賃収入が減額となれば、補償金の金額がさらに増えてい

くことは容易に予想できるところです。この補償金は、市民の税金であれば、この使い道を福

祉として捉えるのかどうか。これはひとえに、市のトップのお考えになろうかとは思います。

ただ、無料にした場合、バス路線が通っている地域と通っていない地域との間で、住民サービ

スに対する市民の不公平感が増す懸念があること、また、民間の路線バスの営業を圧迫するこ

とにもつながりかねないなどが考えられます。 

 牛久市地域公共交通網形成計画では、牛久市における公共交通の役割を、市民の移動を支え

る社会生活基盤として位置づけています。デマンド交通が始まり、地域ごとの移送サービスも

増えつつある中で、かっぱ号の一部無料化を行うことによるそれらへの影響も考慮する必要が

あり、拙速に進めるべきではありません。 

 地方公共団体が行うことは、全て市民の福祉の増進を図ることであれば、福祉に関連する諸

政策として３点述べられていますが、コロナ禍において福祉の増進を図るために優先して行う

事業は、他にもあると推察いたします。 

 以上の理由で、この決議案には反対いたします。 

 議員各位の御賛同をお願い申し上げます。 

○議長（石原幸雄君） 次に、原案賛成の方の発言を許します。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 次に、原案反対の方の発言を許します。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 次に、原案賛成の方の発言を許します。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） ほかに討論はありませんか。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより議案第８３号ないし議案第１０１号の１８件、意見書案第１０号ないし意見書案第

１２号の３件、決議案第４号の１件、請願第５号の１件について順次採決をいたします。 

 初めに、議案第８３号、牛久市第４次総合計画基本構想の策定について、本案に対する委員

長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第８３号は可決されました。 



 

 次に、議案第８４号、牛久市条件付採用期間中の職員及び臨時的任用職員の分限に関する条

例について、本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第８４号は委員長報告のとおり可

決されました。 

 次に、議案第８５号、牛久市印鑑条例の一部を改正する条例について、本案に対する委員長

の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第８５号は委員長報告のとおり可

決されました。 

 次に、議案第８６号、牛久市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて、本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第８６号は委員長報告のとおり可

決されました。 

 次に、議案第８７号、牛久市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について、本案

に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第８７号は委員長報告のとおり可

決されました。 

 次に、議案第８８号、牛久市職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について、本案

に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第８８号は委員長報告のとおり可

決されました。 

 次に、議案第８９号、牛久市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について、本案に対する委員長の報告は可決であります。 



 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第８９号は委員長報告のとおり可

決されました。 

 次に、議案第９０号、牛久市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について、

本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第９０号は委員長の報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第９１号、牛久市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、本案に対

する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第９１号は委員長の報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第９２号、牛久市介護保険条例の一部を改正する条例について、本案に対する委

員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第９２号は委員長の報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第９３号、令和２年度牛久市一般会計補正予算（第７号）、本案に対する委員長

の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第９３号は委員長の報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第９４号、令和２年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）、本

案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 



 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第９４号は委員長の報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第９５号、令和２年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第１号）、本案に

対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第９５号は委員長の報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第９６号、令和２年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）、本案に

対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第９６号は委員長の報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第９７号、令和２年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）、

本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第９７号は委員長の報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第９８号、令和２年度牛久市下水道事業会計補正予算（第２号）、本案に対する

委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第９８号は委員長の報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第１００号、損害賠償の額を定めることについて、本案に対する委員長の報告は

可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第１００号は委員長の報告のとお

り可決されました。 



 

 次に、議案第１０１号、指定管理者の指定について、本案に対する委員長の報告は可決であ

ります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第１０１号は委員長の報告のとお

り可決されました。 

 次に、意見書案第１０号、犯罪被害者支援の充実を求める意見書の提出について、本案に対

する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、意見書案第１０号は委員長の報告のと

おり可決されました。 

 次に、意見書案第１１号、不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書の提出について、本

案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立多数であります。よって、意見書案第１１号は委員長の報告のと

おり可決されました。 

 次に、意見書案第１２号、コロナ禍で苦しむ若者への緊急支援を求める意見書の提出につい

て、本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立多数であります。よって、意見書案第１２号は委員長の報告のと

おり可決されました。 

 次に、決議案第４号、福祉に関連する諸政策の推進を求める決議について、本案に対する委

員長の報告は否決でありますので、原案について採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立少数であります。よって、決議案第４号は否決されました。 

 次に、請願第５号、加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創設を求める請願書、

本案に対する委員長の報告は採択であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 



 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、請願第５号は採択することに決しまし

た。 

 ここで、本定例会で採択いたしました請願第５号につきまして、内閣総理大臣ほか各関係者

へ意見書の提出をするために、意見書案第１３号、加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補

助制度創設を求める意見書の提出について、及び決議案第５号、加齢性難聴者の補聴器購入に

対する公的補助制度創設を求める決議についての２件について、これを日程に追加し、直ちに

議題にいたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 御異議なしと認めます。よって、意見書案第１３号、加齢性難聴者の

補聴器購入に対する公的補助制度創設を求める意見書の提出について、及び決議案第５号、加

齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創設を求める決議についての２件を日程に追加

し、それぞれ追加日程第１、その１、その２として直ちに議題とすることに決定いたしました。 

 ここで、暫時休憩をいたします。 

午前１１時１６分休憩 

――――――――――――――――――――――――― 

午前１１時１８分開議 

○議長（石原幸雄君） 再開いたします。 

 追加日程第１その１、意見書案第１３号及び追加日程第１その２、決議案第５号の２件につ

いてを一括議題といたします。 

        ――――――――――――○―――――――――――― 

 追加日程第１その１ 意見書案第１３号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度 

                    創設を求める意見書の提出について 

 追加日程第１その２ 決議案第  ５号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度 

                    創設を求める決議について 

 

○議長（石原幸雄君） 提案者に提案理由の説明を求めます。１２番加川裕美君。 

      〔１２番加川裕美君登壇〕 

○１２番（加川裕美君） 意見書案第１３号及び決議案第５号の２件について、提案理由の説

明を申し上げます。 

 この意見書の提出と決議案につきましては、請願第５号、加齢性難聴者の補聴器購入に対す

る公的補助制度創設を求める請願書が教育民生常任委員会において審議され、本会議において



 

採択されたことを受けて提案するものでございます。 

 初めに、意見書案第１３号について、朗読をもって提案いたします。 

 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創設を求める意見書（案） 

 加齢性難聴は、日常生活を不便にし、コミュニケーションを困難にするなど生活の質を落と

す大きな原因になっているばかりか、最近ではうつや認知症の危険因子になることも指摘され

ています。難聴によりコミュニケーションが減り、会話することで脳に入ってくる情報が少な

くなることが、脳の機能低下につながり、うつや認知症につながるのではないかと考えられて

います。こうした中で、聞こえの悪さを補完し、音や言葉を聞き取れるようにするのが補聴器

です。 

 日本の難聴率は、欧米と比較して大差はないと言われています。補聴器の使用率は欧米諸国

と比べても極めて低く、日本補聴器工業会の調査報告でもイギリスの４７．６％に対して、わ

が国は１４．４％と極端に低い数値となっています。この背景には、日本に於いて補聴器の価

格が１５から３０万円で、保険適用が無いため全額自己負担となっていることがあります。身

体障碍者である高度・重度難聴の場合は、補装具支給制度により負担が軽減され中等度の場合

は購入後に医療費控除を受けられるものの、その対象者はわずかで約９割の人は自費で購入し

ているため、特に低所得の年金暮らしの高齢者に対する配慮が欠けていると言わざるを得ませ

ん。 

 補聴器購入に対する公的援助制度が欧米ではすでに確立されていますが、日本では一部の自

治体で加齢性難聴の補聴器購入助成を行っているのみです。耳が聞こえにくい、聞こえないと

いうのは、高齢者の社会参加・再雇用などの大きな障害となっています。 

 高齢になっても生活の質を落とさず心身ともに健やかに過ごすことが出来、認知症の予防、

健康寿命の延伸、医療費の抑制にもつながるよう下記の事項を求めます。 

記 

１．加齢による難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 次に、決議案第５号につきましては、意見書案第１３号と同様の趣旨を決議するものでござ

います。 

 議員各位の御賛同を心よりお願い申し上げます。 

○議長（石原幸雄君） 以上で、提案者の提案理由の説明は終わりました。 

 これより意見書案第１３号及び決議案第５号の２件について、順次質疑を許します。 

 初めに、意見書案第１３号についての質疑を許します。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



 

○議長（石原幸雄君） 以上で意見書案第１３号についての質疑を終結いたします。 

 次に、決議案第５号についての質疑を許します。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 以上で、決議案第５号についての質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております意見書案第１３号及び決議案第５号の２

件については、会議規則第３７条第３項の規定により常任委員会付託を省略いたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 御異議なしと認めます。よって、意見書案第１３号及び決議案第５号

の２件については常任委員会付託を省略することに決定いたしました。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案反対の方の発言を許します。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 次に、原案賛成の方の発言を許します。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより、意見書案第１３号及び決議案第５号の２件について、順次採決をいたします。 

 初めに、意見書案第１３号、加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創設を求める

意見書の提出について、本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、意見書案第１３号は可決されました。 

 次に、決議案第５号、加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創設を求める決議に

ついて、本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、決議案第５号は可決されました。 

 次に、日程第２５、市長提出議案第１０２号の１件を議題といたします。 

        ――――――――――――○―――――――――――― 

 議案第１０２号 令和２年度牛久市一般会計補正予算（第８号） 

 

○議長（石原幸雄君） 提案者に提案理由の説明を求めます。市長根本洋治君。 

      〔市長根本洋治君登壇〕 

○市長（根本洋治君） 現在上程しております議案に加え、本日、１件の追加議案を上程いた



 

します。 

 議案第１０２号は、令和２年度牛久市一般会計補正予算（第８号）でありまして、既定の予

算額に３，８５１万４，０００円を追加し、予算の総額を３８３億３，６７４万４，０００円

とするもので、歳入歳出予算について補正するものでございます。 

 第１表の歳入歳出予算のうち、歳入といたしまして、国庫支出金は、独り親家庭臨時特別給

付金事業費及び事務費補助金の増額計上であり、歳出といたしましては、独り親世帯に対する

臨時特別給付金の追加給付費等を計上するものでございます。 

 以上が補正予算の概要でありますが、詳細につきましては、お手元の議案書等により御審議

の上、適切なる議決を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（石原幸雄君） 以上で提案者の提案理由の説明は終わりました。 

 これより、議案第１０２号についての質疑を許します。２番藤田尚美君。 

○２番（藤田尚美君） この給付金は再度給付という形で、年内２回目ということなのですけ

れども、現在支給時期はどのぐらいの時期を考えられているのか。 

 また、今回国のほうでは、前回の対象世帯を今回も対象世帯とするということになっており

ますが、牛久市の前回の対象世帯は全て前回対象世帯になっているのか。また、申請をされて

いない世帯に対し、今回の給付金の周知はどのように対応されるのか伺います。 

○議長（石原幸雄君） 保健福祉部長内藤雪枝君。 

○保健福祉部長（内藤雪枝君） お答えいたします。 

 支給時期につきましては、１２月２４日に支給をするように、今準備を進めているところで

ございます。 

 あと、人数なのですけれども、今回の補正予算計上に当たりましては、５８５世帯、子供の

数では８８０人について支給する予算を計上しております。 

 周知につきましては、１回目の基本給付ということで、まだ申請期間が２月２６日までとな

っておりますので、１２月１５日号の広報紙において、まずこちらについて広報しております。

今回の支給につきましては、対象となっている、今回給付をする世帯については、全世帯に通

知を出すような形で今準備をしているところでございます。その後、こども家庭課の窓口とか、

医療年金課の窓口等にチラシを置きまして、随時対応していく予定となっております。以上で

す。 

○議長（石原幸雄君） 藤田尚美君。 

○２番（藤田尚美君） １回目の申請が２月２６日ということで、そうしましたら今回のこの

支給給付金は、１回目、まだ申請をされていない御家庭は、１回と２回、２回分支給可能とい

うことでよろしいでしょうか。確認です。 



 

○議長（石原幸雄君） 保健福祉部長内藤雪枝君。 

○保健福祉部長（内藤雪枝君） 議員おっしゃるとおりでございます。 

○議長（石原幸雄君） ほかにありませんか。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 以上で議案第１０２号についての質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第１０２号については、会議規則第３７条第３項の規定

により、常任委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 御異議なしと認めます。よって、議案第１０２号については、常任委

員会付託を省略することに決定いたしました。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案反対の方の発言を許します。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 次に、原案賛成の方の発言を許します。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより、議案第１０２号について採決をいたします。 

 議案第１０２号、令和２年度牛久市一般会計補正予算（第８号）、本案は原案のとおり決す

ることに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議案第１０２号は原案のとおり可決さ

れました。 

 次に、日程第２６、議員提出議案第３号ないし日程第２８、議員提出議案第５号の３件を一

括議題といたします。 

        ――――――――――――○―――――――――――― 

 議員提出議案第３号 市長の専決処分事項に関する件の一部を改正する件について 

 議員提出議案第４号 牛久市議会委員会条例の一部を改正する条例について 

 議員提出議案第５号 牛久市議会会議規則の一部を改正する規則について 

 

○議長（石原幸雄君） 提案者に提案理由の説明を求めます。３番秋山 泉君。 

      〔３番秋山 泉君登壇〕 



 

○３番（秋山 泉君） 議員提出議案第３号ないし議案提出議案第５号の３件について、提案

理由の説明を申し上げます。 

 この３件の一部改正につきましては、議会改革推進特別委員会において、度重なる検討を重

ねた結果であります。 

 初めに、議員提出議案第３号、市長の専決処分事項に関する件の一部を改正する件、主な改

正点は、「市が当事者である和解で、その目的の額が１件当たり１００万円以下のもの。」を

追加し、また「法律上市の義務に属する損害賠償の額の決定で、その額が 1件当たり１００万

円以下のもの。」に見直しを行うため、市長の専決処分事項に関する件の一部を改正するもの

であります。 

 次に、議員提出議案第４号、牛久市議会委員会条例の一部を改正する条例の主な改正点は、

令和３年５月１５日から、常任委員会を総務企画常任委員会８人、教育文化常任委員会７人、

保健福祉常任委員会７人、環境建設常任委員会７人に改め、任期を２年とします。 

 また、これまで予算特別委員会で当初予算を審議しておりましたが、令和３年第１回定例会

からは、予算常任委員会１１人に改め、任期を１年とし、通年で予算審議を行うように変更し、

牛久市議会委員会条例の一部を改正するものであります。 

 次に、議員提出議案第５号、牛久市議会会議規則の一部を改正する規則の主な改正点は、ま

ず、会議規則第２条、会議の欠席の届出についてであります。議員は、本会議を欠席する場合、

議長に欠席理由を届け出る必要があります。 

 現在の会議規則は、「議員は、事故のため出席できないときは、その理由を付け、当日の開

議時刻までに議長に届け出なければならない。」となっておりますが、昨今、女性の社会進出

や男性の育児参加が進んでおり、社会生活の変化などに対応するため、新たに「公務、疾病、

看護、介護、出産支援又はその他の事故のため出席できないとき」に改め、令和３年１月１日

より議会を欠席することができることとします。 

 次に、会議規則第９１条、委員会の欠席の届出についてであります。第９１条も第２条同様

の改正内容に改め、令和３年１月１日より委員会を欠席することができるよう変更し、牛久市

議会会議規則の一部を改正するものであります。 

 以上でございます。 

○議長（石原幸雄君） 以上で提案者の提案理由の説明は終わりました。 

 これより議員提出議案第３号ないし議員提出議案第５号の３件について、順次質疑を許しま

す。 

 初めに、議員提出議案第３号についての質疑を許します。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



 

○議長（石原幸雄君） 以上で議員提出議案第３号についての質疑を終結いたします。 

 次に、議員提出議案第４号についての質疑を許します。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 以上で議員提出議案第４号についての質疑を終結いたします。 

 次に、議員提出議案第５号についての質疑を許します。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 以上で議員提出議案第５号についての質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議員提出議案第３号ないし議員提出議案

第５号の３件については、会議規則第３７条第３項の規定により常任委員会付託を省略いたし

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 御異議なしと認めます。よって、議員提出議案第３号ないし議員提出

議案第５号の３件については常任委員会付託を省略することに決定いたしました。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案反対の方の発言を許します。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） 次に、原案賛成の方の発言を許します。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石原幸雄君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより、議員提出議案第３号ないし議員提出議案第５号の３件について、順次採決をいた

します。 

 初めに、議員提出議案第３号、市長の専決処分事項に関する件の一部を改正する件について、

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議員提出議案第３号は原案のとおり可

決いたしました。 

 次に、議員提出議案第４号、牛久市議会委員会条例の一部を改正する条例について、本案は

原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議員提出議案第４号は原案のとおり可

決いたしました。 

 次に、議員提出議案第５号、牛久市議会会議規則の一部を改正する規則について、本案は原



 

案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、議員提出議案第５号は原案のとおり可

決いたしました。 

 次に、日程第２９、閉会中の事務調査の件を議題といたします。 

        ――――――――――――○―――――――――――― 

 閉会中の事務調査の件 

 

○議長（石原幸雄君） 本件は、お手元に配付してありますとおり、各委員長から閉会中の事

務調査の申出がありました。 

 お諮りいたします。本件は、各委員長の申出のとおり、それぞれ閉会中の事務調査に付する

ことに賛成の諸君の起立を求めます。 

      〔賛成者起立〕 

○議長（石原幸雄君） 起立全員であります。よって、本件は、各委員長の申出のとおり、そ

れぞれ閉会中の事務調査に付することに決しました。 

 以上で、今期定例会に付議されました案件は全て議了されました。 

 これをもって令和２年第４回牛久市議会定例会を閉会いたします。御苦労さまでした。 

午前１１時４０分閉会 

        ――――――――――――――――――――――――― 
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